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起
こ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
勢
い
、
信

徒
の
皆
さ
ん
の
中
も
、
人
工
添
加
物
と
い
う
も
の
が
、
… 

ど
ん
ど
ん
外
圧
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
は
じ
か
れ
て
行
っ
て
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
一
点
、
復
活
体
験
一
点
、
こ
こ
に
絞

り
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
一
点
絞
り
、
こ
れ
は
今
の
私
た
ち

の
教
会
の
言
葉
に
直
し
ま
す
と
、
い
わ
ゆ
る
福
音
「
化
」

と
い
う
言
葉
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
福
音
化

と
い
う
の
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
の
一
点
絞
り
、
復

活
体
験
一
点
絞
り
、
そ
こ
に
コ
ア
を
持
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
ビ
ー
ル
は
一
番
搾
り
で
す
が
、

キ
リ
ス
ト
教
は
キ
リ
ス
ト
一
点
絞
り
、
こ
れ
は
一
つ
覚
え

と
し
て
覚
え
て
お
い
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

＊

　
橋
本
神
父
様
が
語
る
「
イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
へ
の
一
点

絞
り
」
と
い
う
言
葉
は
、
宗
教
改
革
５
０
０
年
記
念
行
事

を
行
っ
た
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
が
、
一
緒
に
準
備
し
実
施
し
た
中
か
ら
生
ま
れ
た
大

切
な
福
音
宣
教
の
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

  

「
イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
へ
の
一
点
絞
り
」「
キ
リ
ス
ト
教

は
キ
リ
ス
ト
一
点
絞
り
」
こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
言
葉

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

 

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
へ
の一点
絞
り
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昨
年
11
月
23
日
に
「
宗
教
改
革
５
０
０
年
」
の
記
念
行

事
が
長
崎
の
浦
上
教
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
記
念
行

事
の
公
式
報
告
書
が
５
月
に
は
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
ご
覧
く
だ
さ
れ
ば
内
容
が
理

解
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

  

そ
の
記
念
行
事
の
前
半
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、

講
師
の
長
崎
中
町
教
会
橋
本
勲
神
父
様
が
次
の
よ
う
に
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
…
…
１
６
４
３
年
で
す
ね
、
小
西
行
長
、
こ
の
有
名

な
武
将
の
孫
と
言
わ
れ
る
マ
ン
シ
ョ
、
小
西
神
父
の
殉
教

に
よ
り
ま
し
て
、
日
本
に
は
一
人
の
司
祭
も
宣
教
師
も
い

な
く
な
っ
た
。 

し
か
し
、
た
だ
一
人
の
、
唯
一
の
、
本

物
の
牧
師
、
宣
教
者
が
居
残
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の

そ
ば
近
く
に
寄
り
添
い
続
け
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
見
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も

な
く
復
活
者
キ
リ
ス
ト
で
、
こ
の
苦
難
の
時
に
、
こ
れ
は

も
う
目
に
見
え
る
牧
者
は
い
な
く
な
っ
た
が
、
も
う
こ
れ

は
そ
う
い
う
人
た
ち
に
任
せ
て
は
お
れ
な
い
、
私
が
行
く

よ
、
と
い
う
感
じ
で
、
キ
リ
ス
ト
自
身
が
そ
こ
に
寄
り

添
っ
た
。
こ
れ
は
望
む
べ
く
も
な
く
、
外
側
か
ら
の
外
圧

だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
逆
に
、
一
点
絞
り
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
の
一
点
絞
り
と
い
う
歴
史
現
象
が
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日
本
の
災
害
対
応
の
意
識
の
芽

ば
え
は
、１
９
４
６
年
か
ら
の「
ラ

ラ
物
資
」
が
原
点
で
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
の
後
の
多
く
の
自

然
災
害
に
生
か
さ
れ
、
相
互
に
助

け
合
う
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
し
て
教
会

に
受
け
継
が
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

の
経
験
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

重
要
性
が
認
知
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
レ
ベ
ル
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作

ら
れ
ま
し
た
。
至
る
所
で
「
絆
」

の
一
字
が
用
い
ら
れ
た
の
も
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
後
の
広
島
豪
雨
災
害
、
熊

本
地
震
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害
と

日
本
は
大
規
模
な
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
災
害
大

国
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返

し
思
い
出
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
首
都
圏
の
直
下
型
地
震
へ
の
対

策
も
具
体
的
な
段
階
に
入
っ
て
い

ま
す
。
被
災
地
へ
の
支
援
者
か
ら
、

災
害
の
当
事
者
に
な
る
こ
と
を
考

え
な
が
ら
、
今
後
の
対
策
を
立
て

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
は
大

切
で
す
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
会

で
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で

す
。
教
団
教
派
を
越
え
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
し
、
教
会
の

内
部
だ
け
で
な
く
、
行
政
を
始
め

と
し
て
、
地
域
と
の
連
携
も
考
え

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
は
、
災
害
対
策
と
し

て
情
報
の
共
有
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
、
教
会
の
自
助
、
共
助
へ
の

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

CWS Japanプログラムオフィサーとし
て、また JETS（日本災害エキュメニ
カルタスクフォース）の事務局の牧由
希子さんに、キリスト教界で進められて
いる災害対策を語っていただきました。

地域に立つ教会はどう災害に向き合うのか…
災害大国日本で暮らす私たち

牧  由希子さん　2018年2月15日  聖バルナバ教会

被災地から学び、来たるべき災害に備える

定例講演会

キリシタン史『日本の宣教と信教の自由−浦上四番崩れ』
日時　2017年9月1日（金）午後6時30分から　会場　日本聖公会 牛込聖バルナバ教会

講師：デ・ルカ・レンゾ神父
　レンゾ神父は、長崎市の日本二十六聖人
記念館の館長を 12 年半務められた。昨年
3 月からカトリック修道会「イエズス会」日
本管区の管区長に就かれた。神父は「長
崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」
の世界遺産登録を目指す活動にも関わって
来られた。ご専門の立場から、日本の宣教
と信教の自由について語っていただいた。



　日本宗教連盟は、敗戦の翌年1946年に結
成され、「教派神道連合会」「全日本仏教会」
「日本キリスト教連合会」「神社本庁」「新日
本宗教団体連合会」の5つの協賛団体によっ
て、提携しながら活動しています。宗教団体
相互の連絡、宗教文化の振興、世界平和への
貢献を目的とし、2012年に財団法人から「公
益財団法人」となっています。
　日本の宗教法人の90％以上が加盟し、行
政との窓口として、宗教が関係する法律など
に対するパブリックコメントの提出や全国各
地で行われる法人事務研修会への講師派遣、
東日本大震災や熊本地震に係る指定寄附金の
要望書の提出など、多岐にわたる活動を行っ

ています。
　最近では学習指導要領改訂や文化財保護法
改訂への意見書を提出したり、厚生年金加入
促進に対する意見を年金局の担当官を交えて
交渉したりするなど、宗教法人が直面する
様々な課題について、情報交換と取り組みを
各団体の幹事や理事と連携を取りながら行っ
ています。生命倫理や宗教文化に関するセミ
ナーやシンポジウムも開催し、情報の発信に
も力を入れています。
　毎年協賛5団体の輪番で理事長と事務局
長を担っていますが、日キ連からの幹事とし
て関わらせていただいた2年間に、多くの
学びと出会いの機会が与えられています。

日本宗教連盟
東京都宗教連盟

理念は　信教の自由と政教分離の精神のもと
　　　　他宗教との相互理解と協調をめざす
　　　　宗教の社会的役割を高める諸活動を

　　　　日本宗教連盟からの報告とお知らせ　　常任委員　矢萩新一
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　東京宗教連盟は、「東京都神社庁」「東京都
教派神道連合会」「日本宗教連合会」「新日本
宗教団体連合会東京都協議会」「東京都仏教
連合会」といった宗教団体と一緒に「日本キ
リスト教連合会」は活動しています。おもな
活動は、東京都における「宗教法人運営実務
研究と協議」です。月に一度、当番宗教団体
の施設に集まって協議をしています。毎回、
東京都の宗教法人担当者にも出席していただ
き、宗教団体としての意見を聴いてもらって
います。
　今期のおもな課題は、本号で櫻井圀郎先生

が書いておられる「厚生年金加入促進の問題」
です。これについては、引き続き、日本宗教
連盟とも連携しながら協議を続けています。
もう一つは、東京直下型地震を想定した東京
都との「防災連絡会」の設置です。昨年の9
月21日に東京都知事小池百合子氏と東京宗
教連盟の常任理事とが面会して、「防災連絡
会」の設置を申し入れ、実現に至りました。
今後は、実質化を目指して行きます。
　現在、日本キリスト教連合会からは３名を
常任理事会に派遣しています。働きをおぼえ
てお祈りください。

東京都宗教連盟からの報告　　常任委員　道家紀一
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昨
年
の
「
会
報
」
に
掲
載
し
ま
し
た
厚
生
年

金
加
入
問
題
の
続
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
問
題
は
、
国
税
庁
か
ら
源
泉
徴
収
に
あ

る
事
業
所
の
情
報
が
厚
労
省
年
金
局
に
渡
さ
れ
、

90
万
件
に
の
ぼ
る
厚
生
年
金
の
徴
収
漏
れ
が
判

明
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
厚
労
省
は
、
直

ち
に
日
本
年
金
機
構
に
対
し
加
入
促
進
を
図
る

よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
集
中
的

に
強
引
な
加
入
の
働
き
か
け
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
間
の
事
業
所
は
5
人
以
上
の
雇
用
者
が
い

る
場
合
は
加
入
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
1
人
あ

る
い
は
家
族
で
営
ん
で
い
る
事
業
所
は
当
面

（
2
0
2
0
年
ま
で
）
対
象
か
ら
外
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
部
の
年
金
事

務
所
（
厚
労
省
年
金
局
が
業
務
委
託
し
て
い
る

日
本
年
金
機
構
に
属
す
る
全
国
３
１
２
の
年
金

事
務
所
）
で
は
、
事
業
所
へ
の
強
引
な
加
入
指

導
が
な
さ
れ
、
現
場
で
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。

　
厚
生
年
金
加
入
問
題
で
は
、
全
日
本
仏
教
会

が
先
行
し
て
厚
労
省
年
金
局
や
文
化
庁
、
日
本

年
金
機
構
中
央
本
部
な
ど
と
継
続
的
な
話
し
合

い
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
５

年
7
月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
各
地
の
年
金
事

務
所
に
「
宗
教
法
人
へ
の
加
入
促
進
の
一
時
停

止
」
の
措
置
が
取
ら
れ
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
依
然
と
し
て
加
盟
促
進
の
文
書
の
送
付

が
続
い
た
た
め
、
２
０
１
８
年
2
月
に
改
め
て

厚
労
省
年
金
局
か
ら
日
本
年
金
機
構
に
、
宗
教

法
人
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
制
度
適
用
の
方
策

が
整
理
さ
れ
る
ま
で
、
加
入
を
促
す
取
り
組
み

を
保
留
す
る
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
仏
教
会
は
、
問
題
が
宗
教
界
全
体
に

関
わ
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
日
本
宗
教
連
盟（
日

本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
を
含
む
5
団
体
が
加

盟
）
を
窓
口
に
、
厚
労
省
年
金
局
と
話
し
合
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
協
議
で
は
、
宗
教
界
の
状
況
を

理
解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
厚
生
年
金
制
度
の

論
点
を
整
理
し
、加
入
非
加
入
を
含
め
現
場（
教

会
・
宗
教
法
人
）
の
実
情
に
合
っ
た
適
正
な
指

針
を
見
い
だ
す
た
め
、
複
雑
な
調
整
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
文
化
庁
あ
る

い
は
日
本
宗
教
連
盟
の
名
称
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
節
は
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊

　
3
月
7
日
に
川
崎
市
の
総
持
寺
で
開
催
さ
れ

た
全
日
本
仏
教
会
代
議
員
会
議
の
冒
頭
で
、
講

師
と
し
て
招
か
れ
た
厚
生
労
働
省
年
金
局
事
業

管
理
課
厚
生
年
金
保
険
適
用
徴
収
専
門
官
、
濱

村
明
氏
が
、「
厚
生
年
金
加
入
問
題
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
雇
用
契

約
の
な
い
聖
職
者
に
こ
う
し
た
制
度
が
馴
染
む

の
か
、
退
職
後
の
社
会
保
障
の
一
環
と
し
て
作

ら
れ
た
年
金
を
、
定
年
が
曖
昧
な
聖
職
者
に
当

て
は
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
も
そ
も
雇
用
者
や
従

事
者
と
い
う
意
識
を
持
た
な
い
宗
教
界
で
受
け

入
れ
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
体
力
の
な
い
宗
教
法

人
に
は
重
い
負
担
と
な
ら
な
い
か
、
な
ど
仏
教

界
な
り
の
問
題
点
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

教
会
も
同
じ
よ
う
な
事
情
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
宗
教
法
人
は
法
人
で
す
の
で
、
原
則
的
に
は

加
入
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
行
き

過
ぎ
た
加
入
指
導
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
厚
労
省

年
金
局
事
業
管
理
課
の
専
門
官
、
濱
村
明
氏
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
年
金
事
務
所
に
直
接
連
絡

を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年金事務所から教会への加入促進の働きかけは、厚生労働省保険局
による指導で、現在停止されています。これから話し合いが行われます。

緊急特集　厚生年金加入問題　その続報
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進学や就職の季節です　青年たちをカルトから守るために最新の情報を

　韓国発のカルト「摂理」の創設者が刑期を

終え、出所したことが伝えられています。春

を迎え、進学や就職に心弾ませ、新しい生活

に入る青年たちも多い時期です。カルトはこ

うした青年たちを狙い撃ちにし、手を伸ばし

てきます。勧誘方法もさらに巧妙になり、一

般の団体と見分けが付きにくくなっています。

　４年ほど前から、全国的に年金事務所から
の宗教法人に対する強硬な厚生年金加入促進
業務が問題となっております。小職は、最初
期よりこの問題で相談を受け、神学的根拠に
基づいて「牧師等聖職者は労働者ではない」
と主張し、年金事務所の強引、脅迫的な加入
促進業務を違法と主張してきました。
　最近では、2017年 11月、東京都宗教連
盟において、厚生労働省年金局担当官を招い
て、「労働と聖務」をテーマに宗教法人実務
研究協議会を開催しました。しかし、その後
も年金事務所の強行姿勢は改まらず、最近で
は、「来所して手続きせよ」と迫る極めて強
引な文書が送付され、そのやり方は一段と激
しさを増しておりました。
　今般、個別団体ごとの交渉では大変であり
齟齬が生じる恐れがあるということで、日本
宗教連盟を介して交渉することになり、厚労
省年金局担当官と東京都宗教連盟理事長・日
本宗教連盟事務局長とで協議しました。

カルトに関する最新情報をチェックしながら、

注意を促していきたいと思います。

　最近のカルト問題の情報パンフレット『こ

れが素顔！』が参考になります。情報が必

要な場合は、日本キリスト教連合会や NCC、

JEA 等にお問い合わせください。青年たち

と背後の家庭をカルト被害から守りましょう。

　もちろん、「『宗教法人には厚生年金が適用
されない』ということではない」「宗教法人
が雇用し、使用する従業員が１人以上いれ
ば、当然に適用事業所となる」と双方で確認
し、なお「労働者と聖職者の区別」のための
協議を進めていくことで合意しました。厚労
省年金局からは、日本年金機構に対して宗教
法人への加入促進業務を停止するよう通達す
る旨明言され、現在、年金事務所から催告を
受けているものについては「厚労省で協議中
であるから」と告げて断れば良いということ
で、了承を得ました。
　厚生年金に加入しますと、直ちに雇用保険、
労災保険、健康保険が適用対象になり、労働
諸法の適用を受け、労基局や職安からも手続
きを求められることになります。
　日本キリスト教連合会としては、できれば、
神学的な基礎に基づいて労働諸法の学びをす
る機会をお考えいただくのがよろしいのでは
ないかと思料いたします。

カルトにご注意を！　増えつつあるカルト被害、巧妙な勧誘の手口

提言
厚生年金加入問題に関わり、私たちの法務顧問を務めてくださる櫻井圀郎
先生から、貴重なご提言をいただきましたので、一部をここに掲載いたします。

厚生年金加入問題　「労働と聖務」を巡って
日本キリスト教連合会常任委員会法務顧問　櫻井 圀郎　

カルトについての最新情報は、全国霊感商法対策弁護士連絡会、カルト問題キリスト教連絡会等のサイトで。
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昨
年
か
ら
新
し
い
講
師
陣
に
な
り
ま
し

た
。
現
場
で
の
課
題
を
取
り
上
げ
、
よ
り

実
践
的
、
具
体
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

受
講
者
の
声
を
お
聞
き
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
結
果

で
す
。
ま
た
講
師
陣
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

団
事
務
所
で
実
務
を
担
当
し
て
い
る
こ
と

も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
事
務
ク
ラ
ス
は
、
基
本
を
押
さ
え

な
が
ら
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
に

も
目
を
配
る
、
行
き
届
い
た
講
義
に
な
っ

て
い
ま
す
。
質
疑
応
答
の
時
間
も
十
分
に

取
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
普
段
疑
問
に

思
っ
て
い
る
課
題
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

法
人
事
務
の
学
び
は
、
ま
ず
宗
教
法
人

の
基
本
理
念
を
学
び
ま
す
。
特
に
宗
教
法

人
法
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
用
語
の
解
説
と
、

そ
の
対
処
の
方
法
を
解
説
し
ま
す
。
た
と

え
ば
代
表
役
員
・
責
任
役
員
の
退
任
と

就
任
、
規
則
変
更
、
公
告
、
登
記
、
包

括
・
被
包
括
、
税
金
、
普
段
目
に
す
る
用

語
を
も
う
一
度
整
理
し
直
し
ま
す
。
ま
た

宗
教
法
人
の
公
益
性
を
巡
る
議
論
に
も
注

目
し
、
期
待
さ
れ
る
宗
教
法
人
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
宗
教
法
人

の
管
理
運
営
に
関
わ
る
法
的
な
義
務
か
ら
、

具
体
的
に
何
に
注
意
す
べ
き
か
を
学
び
ま

す
。
所
轄
庁
に
提
出
す
る
書
類
の
作
り
方

も
、
資
料
と
し
て
配
布
さ
れ
た
ひ
な
形
の

書
式
を
見
な
が
ら
し
っ
か
り
と
学
び
ま
す
。

　

会
計
実
務
の
講
義
は
、
税
理
士
の
長
岡

淳
三
先
生
が
担
当
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

行
き
届
い
た
詳
細
な
資
料
が
用
意
さ
れ
、

そ
れ
に
沿
っ
て
簿
記
の
概
念
、
宗
教
法
人

と
し
て
整
え
る
べ
き
財
務
書
類
の
解
説
が

な
さ
れ
、
さ
ら
に
２
０
１
３
年
に
日
本
キ

リ
ス
ト
教
連
合
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
キ

リ
ス
ト
教
会
計
基
準
及
び
解
説
』
を
読
み

な
が
ら
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
の
中
心
は
、
会
計
を
担
当
す
る
者

な
ら
ば
い
つ
も
頭
を
痛
め
る
「
決
算
書
の

作
成
」
の
指
導
で
す
。
手
取
り
足
取
り
、

具
体
的
な
事
例
を
示
し
な
が
ら
決
算
書
が

出
来
る
ま
で
の
流
れ
を
解
説
し
ま
す
。
そ

の
他
、
教
会
で
の
源
泉
徴
収
の
扱
い
方
や
、

公
益
法
人
な
ら
で
は
の
税
務
上
の
注
意
点

を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　法人事務クラスは、昨年から新しい
3 人の講師が担当しています。具体的
な事例を取り上げながら、皆さまの疑
問にお答えしていきます。
　会計実務クラスでは、特に決算書の
作り方について、税理士の先生と一緒
に学びます。
　質疑応答の時間もあります。質問を
ぜひお持ちください。

2017年秋　第42回 法人事務・会計実務研修会
■ 日時　2017年10月18日（水）〜20日（金）
■ 会場　富士箱根ランド　スコーレプラザホテル

法人事務クラス
会計実務クラス

報告　研修会って、何をしているの？　紹介します！

● ● ●
● ● ●
● ● ●



す
。
●
東
京
駅
か
ら
の
バ
ス
の
送
迎
は
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
。
●
普
段
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
が
難
し
い

分
野
を
、
集
中
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。
●
初
め
て
法
人
事
務
を
聞
き
、
い
ろ
い
ろ
規

則
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
難
し
い
事
柄
も

学
べ
た
の
で
、今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。●
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
で
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
２
日
目

の
交
流
会
も
雨
で
し
た
が
良
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

●
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
が
全
て
理
解
で
き
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
か
起
こ
っ
た
時
に
講
義
ノ
ー

ト
、
資
料
を
調
べ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的

事
例
が
多
い
と
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。
●
知
ら
な

い
こ
と
が
多
く
、
も
っ
と
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
他
の
人
も
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス

が
与
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
●
今
回
の
よ
う

に
概
論
を
学
ん
だ
後
、
具
体
的
質
問
に
答
え
る
や
り

方
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
●
他
教
派
の
方
た
ち
と

触
れ
合
う
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
感
謝
い
た
し
ま

す
。
●
ミ
サ
に
あ
ず
か
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
講
義
の
前
後
に

短
い
こ
と
ば
で
お
祈
り
い
た
だ
い
た
り
、
と
て
も
有

意
義
で
し
た
。
●
箱
根
の
自
然
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
の
研
修
会
の
準
備
が
着
々
と
進
ん
で

い
ま
す
。
ぜ
ひ
今
年
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
２
０
１
７
年
秋
の
第
42
回
法
人
事
務
・
会
計
実
務

研
修
会
で
は
有
意
義
な
3
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
い
く
つ

か
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
ゆ
っ
た
り
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
の
で
、
他
の

参
加
者
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
の

ま
と
め
の
時
間
も
あ
り
が
た
か
っ
た
。
●
今
回
は
法

人
事
務
を
受
講
。
内
容
は
と
て
も
充
実
し
て
感
謝
。

二
日
目
の
教
会
巡
り
も
大
変
興
味
深
く
良
か
っ
た
で

7

参
加
し
て

 
と
て
も
よ
か
っ
た

第42回研修会
参加者の声から

法人事務・会計実務研修会　三日間のプログラム紹介
13：00 〜　交流会（教会巡り、芦ノ湖散策、
　　美術館見学など）
　　　　　　　　　夕　食
20：30 〜　懇親会（自由参加）

　　自由時間（温泉）

▶第三日目
  7：00 〜　朝の礼拝

朝　食
  9：00 〜　第 3回目の講義（法人・会計別）
11：15〜　全体まとめ・質疑応答など
11：45 〜　閉会礼拝

昼食（お弁当）・解散

▶第一日目
14：30 〜　開会礼拝・オリエンテーション
15：00 〜　第１回目の講義（法人・会計別）

途中に休憩があります
夕　食

17：30 〜　懇親茶話会／懇親会（自由参加）
　　　　自由時間（温泉）

▶第二日目
  7：00 〜　朝の礼拝

朝　食
  9：00 〜　第 2回目の講義（法人・会計別）

昼　食
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編集後記
　昨年 9 月にレンゾ神父をお迎えして、「浦
上四番崩れ」を学びました。別の機会に高山
右近の生涯をまとめた DVD をカトリック
教会からいただきました。私たちの信仰の系
譜は、実に大胆、勇敢で、その生き様、死に

様を通してキリストを証ししています。いま
伝道の困難、教会の課題が訴えられます。彼
らに聞かせたら、そんなのは困難でも課題で
もないと一蹴されそうです。良き信仰の遺産
が与えられていることに感謝し、その信仰に
倣いたいと思います。（編集担当　矢木良雄）

会計実務の実践的な研鑽の機会です。紅葉の
箱根で、ごいっしょに学びましょう。

　昨年から新たな講師陣によって、さらに充
実した学びが続けられています。法人事務、

日本キリスト教連合会News

●日本キリスト教連合会役員（2017 年度）
　委員長　　植松　誠（日本聖公会）

　副委員長　矢萩新一（日本聖公会）

　常任委員　久保公平（日本バプテスト連盟）

　　　　　　白川道生（日本福音ルーテル教会）

　　　　　　道家紀一（日本基督教団）

　　　　　　広瀬　薫（日本同盟基督教団）

　　　　　　本田勝宏（日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団）

　　　　　　宮下良平（カトリック中央協議会）

　　　　　　矢木良雄（イムマヌエル綜合伝道団）

＊日本キリスト教連合会へのお問い合わせは
162-0805
東京都新宿区矢来町65 日本聖公会管区事務
所内「日本キリスト教連合会」へ。

▼日本キリスト教連合会の活動
・年6回の常任委員会
　4月、5月、7月、9月、11月、2月（変更あり）
・年2回の定例会（2月と9月に開催）
・法人事務・会計実務研修会（秋に開催します）

2018年10月10日〜12日　法人事務・会計実務研修会を開催

　21 世紀がこんなにもたいへんな時代になるとは、想像もできま
せんでした。被造物のすべてが共にうめき、苦しんでいるのを日々
目の当たりにしています。現代にあって、平和を実現する教会と
なるために、互いに心を合わせ、祈りを合わせたいと思います。

日本キリスト教連合会としての取り組み
多くの懸念材料のある中で、信教の自由と平和を守るた
め、何よりも主の栄光が現されるため、活動します。


